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創業明治41年（1908）

繊繊 維維のの 力力 でで 未未 来来 をを つつ くく るる
ガガララスス繊繊維維・・炭炭素素繊繊維維・・アアララミミドド繊繊維維ななどどのの製製織織かからら複複合合材材ままでで

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
商
工
会

議
所
の
事
業
活
動
に
、
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
、
社
会
経
済
活
動
が
正
常
化
に
進
む
年

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、

ま
た
、歴
史
的
な
円
安
や
、エ
ネ
ル
ギ
ー・

原
材
料
価
格
等
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
中

小
企
業
は
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
価
格
に
転

嫁
で
き
ず
、
収
益
を
圧
迫
さ
れ
な
が
ら
も

人
材
確
保
の
た
め
の
賃
上
げ
に
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
厳
し
い
経
営
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
企
業
自
ら
が

成
長
に
向
け
た
投
資
や
自
律
的
な
賃
上
げ

の
原
資
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
事
業
再

構
築
な
ど
に
よ
り
生
産
性
を
高
め
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
と
共
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
や
新
事
業
展
開
、
人
材
育
成
の
強
化
な

ど
「
自
己
変
革
」
へ
の
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
価
格
で
の
取
引
を
実
現

す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
企
業
が
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
に
参
加
し
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
し
て
、
宣
言
の

実
効
性
向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
も
重
要

で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
社
会

情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
会
議

所
に
お
い
て
も
、
既
存
の
取
組
に
お
け
る

継
承
・
発
展
を
含
め
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
業
務
改
善
や
効
率
化
を
図

り
、
生
産
性
を
高
め
て
い
く
た
め
の
事
業

展
開
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
元
旦
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
は
、
地
域
の
生
活
基
盤
や
経
済

活
動
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
自
然
災
害
は
全
国
ど
こ
で
も
起
こ
り

う
る
も
の
で
、
平
成
28
年
度
以
降
で
は
、

42
の
都
道
府
県
で
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

会
議
所
で
は
、
自
社
の
災
害
リ
ス
ク
等
を

認
識
し
、
防
災
・
減
災
対
策
や
事
業
継
続

の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん

だ
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
策
定
に

も
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
中
小
企
業
が
元
気
に
な
る
こ
と

が
、
地
方
が
豊
か
に
な
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
今
年
も
、
事
業
者
の
皆
様
の
期
待

に
沿
え
る
よ
う
、
行
政
や
経
済
団
体
等
の

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
企

業
活
動
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
年
の
干
支
は
巳
年
で
す
。
蛇
は
、
脱

皮
す
る
特
性
か
ら
、
新
し
い
生
命
が
宿
る

「
復
活
・
再
生
」
な
ど
縁
起
の
よ
い
動
物

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
縁
起
よ
く
「
巳

（
実
）」
を
結
ぶ
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新年のご挨拶新年のご挨拶
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
平
素
よ
り
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
に
石
川
県
能
登
半
島
沖
地
震
、

８
月
に
は
日
向
灘
地
震
な
ど
、
大
規
模
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
日
向
灘

地
震
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
初
め
て

発
表
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
備
え
る
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
決
し
て
他

人
事
と
し
て
と
ら
え
ず
に
、
市
民
の
皆
様
の
生
活

を
守
る
た
め
、
事
業
者
と
の
連
携
を
再
確
認
す
る

と
共
に
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
を
念
頭
に
、
今

ま
で
以
上
に
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
本
県
に
お
い
て

初
め
て
最
低
賃
金
が
１
︐
０
０
０
円
を
超
え
る

動
き
が
あ
っ
た
一
方
、
長
期
的
か
つ
不
安
定
な

国
際
情
勢
に
起
因
す
る
原
材
料
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
な
ど
、
依
然
と
し
て
事
業
活
動
や
我
々

の
日
常
生
活
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

賑
わ
い
の
あ
る
日
常

を
取
り
戻
す
た
め
、

本
市
で
は
、「
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
」
に
よ
る

地
域
経
済
循
環
を
意
識
し
た
対
策
の
他
、
開
催

２
５
０
回
を
迎
え
た
「
し
ま
だ
元
気
市
」
へ
の
支

援
や
市
内
各
所
で
の
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
を
と
お
し
て
、
事
業
者
と
生
活
者
２
つ
の
目

線
を
意
識
し
た
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
国
の
経
済
対
策
に
歩
調
を
合
わ
せ
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
施
策
の
展
開
に
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。

　
島
田
市
は
、
本
年
５
月
５
日
に
市
制
施
行
か
ら

20
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
節
目
と
な
る
年
を
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し

て
祝
う
と
共
に
、
新
た
な
夢
と
希
望
に
満
ち
た
市

政
を
目
指
し
前
進
し
続
け
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
と
、
皆
様
の
支
え
を

も
っ
て
必
ず
や
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
の
ま
ち
島

田
」
が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
島
田
市
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
本
年
も
引

き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

島
田
商
工
会
議
所
　
会
頭

大
久
保 

節
夫

島田駅前イルミネーション

しまだ元気市しまだ元気市

しまだ産業まつりしまだ産業まつり

わんてらす dog&food マルシェ in 島田わんてらす dog&food マルシェ in 島田

島
田
市
長
　

染
谷
　
絹
代
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金
融
業
部
会
（
部
会
長
岡
山
匡
伸 

㈱
静
岡
銀
行

島
田
支
店
支
店
長
）
は
、
公
開
講
演
会
「
日
本
銀
行

静
岡
支
店
長
講
演
会
」
を
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
歩

歩
路
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　
講
師
に
は
、
日
本
銀
行
静
岡
支
店
長
の
蒲
地
久
司

氏
を
お
招
き
し
、「
最
近
の
金
融
経
済
の
動
向
」
を

テ
ー
マ
に
、
海
外
経
済
、
国
内
経
済
、
金
融
政
策
、

静
岡
県
経
済
に
つ
い
て
資
料
を
使
用
し
た
説
明
が

あ
っ
た
。

　
消
費
者
物
価
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
品
の
価
格
に

影
響
さ
れ
上
昇
し
て
い
る
が
、
静
岡
県
を
含
む
日
本

全
体
の
経
済
が
物
価
安
定
目
標
で
あ
る
年
率
２
％
に

向
け
て
進
ん
で
い
る
状
況
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

　
講
演
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
盛
況
の
う
ち
に
閉

会
し
た
。

　
運
輸
業
部
会
（
部
会
長
鈴
木
和
雅 

㈱
望
月
運
輸

代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
静
岡
県
島
田
土
木
事
務

所
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　
情
報
交
換
会
は
、
運
輸
業
界
全
般
に
係
る
情
報

の
交
換
や
行
政
に
対
す
る
要
望
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。　

　
島
田
土
木
事
務
所
望
月
次
長
か
ら
は
、「
次
の
時

代
に
向
け
た
県
の
取
組
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
、

治
水
を
中
心
に
考
え
た
道
路
施
策
や
今
後
の
主
要

道
路
事
業
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
は
、
市
内
道
路
拡
幅
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
非
常
に
有
意
義
な
情

報
交
換
会
と
な
っ
た
。　

金
融
業
部
会
　

日
本
銀
行
静
岡
支
店
長

　
　
　
　
講
演
会
を
開
催

運
輸
業
部
会
　

 

静
岡
県

　 

島
田
土
木
事
務
所
と
の

　
　
　
情
報
交
換
会
を
開
催

12/3

12/9

vol.311

共済アンテナ

『み・らいふ　はばたき共済』
保険料更新のお知らせ

「み・らいふ　はばたき共済」にご加入の方で、令和7年3月1日
現在の年齢が61歳以上になる方は、保険料や加入口数の変更が
ある場合があります。保険料は年齢・性別により異なりますので、
詳しくは、アクサ生命保険㈱の推進員または当所までお問い合
わせください。
なお、６０歳までの加入者につきましては、年齢・性別に関わらず、
保険料は一律800円（1口）で変更はありません。

◎更新後の保険料口座振替開始日：令和7年2月20日（木）

総務課 ＴＥＬ ： ０５４７－３７－７１５５問い合わせ

アクサ生命保険 ＴＥＬ ： ０５４－６４４－７８３５引き受け保険会社

※「み・らいふ　はばたき共済」（入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付　定期保険
（団体型））は、当所独自の見舞金等の給付制度と当所がアクサ生命保険（株）と締結した定期保険を組み合わせた
保障プラン名称です。それぞれを個別にご加入いただくことはできません。

TEL：0547 33 0103 定休日：火曜日
島田市柳町９－１２（おび通り）

季節の彩りで楽しむ創作和フレンチ

ル・シャン

和仏蘭西料理

女
性
部

青
年
部

講演会の様子講演会の様子

情報交換会の様子情報交換会の様子

来賓を囲んで記念撮影来賓を囲んで記念撮影

高
校
生

　 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
　

　
青
年
部
（
会
長
奥
尾
卓
安 

島
田
防
災
設
備
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、『
高
校
生
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
』
を
市
内
の
高
校
生
（
島
田
高
校
・
島
田
工

業
・
島
田
商
業
・
島
田
樟
誠
・
ふ
じ
の
く
に
国
際
）

約
二
，
一
〇
〇
人
を
対
象
に
行
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
市
が
20
歳
以
上
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
「
市
民
意
識
調
査
」
の
設
問
を
ベ
ー
ス

に
作
成
し
た
。
回
答
数
は
１
，
２
２
１
件
（
回
答
率

約
58
％
）
で
、
高
校
生
と
成
人
と
の
意
識
の
違
い
や

類
似
点
な
ど
の
比
較
対
象
が
で
き
、
そ
の
分
析
結
果

は
、
各
高
校
と
市
長
宛
に
提
出
し
た
。

島
田
商
工
会
議
所
女
性
部 

　   

焙
炉
上
げ
（
忘
年
会
）　

　
女
性
部（
会
長
鈴
木
富
子 

㈱
寿
電
機
監
査
役
）は
、

12
月
例
会 

焙
炉
上
げ
（
忘
年
会
）
を
開
催
し
た
。

　
今
年
は
例
年
行
っ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室
を
焙
炉
上
げ
前
に
開
催
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
で
は
、
女
性
部

メ
ン
バ
ー
の
土
屋
京
子
氏
（
㈱
つ
ち
や
フ
ラ
ワ
ー
）

を
講
師
に
迎
え
開
催
。
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
と
な
り
新
鮮
だ
っ
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
焙
炉
上
げ
の
会
場
へ
持
っ

て
い
き
会
場
の
雰
囲
気
を
よ
り
華
や
か
に
彩
っ
た
。

　
焙
炉
上
げ
で
は
メ
ン
バ
ー
が
各
自
で
持
参
し
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
例
年
と
は
違
っ
た
焙
炉
上
げ
と
な
り
、
来
年
へ
の

良
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。

アンケートの分析結果はアンケートの分析結果は
こちらからこちらから

9/17

12/23
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〒420 0852 静岡県静岡市葵区紺屋町17 1  葵タワー13階
TEL：054 254 0281

島田商工会議所と共に
SDGsの啓発に取り組んでいます。

静岡支店　静岡中部支社

改正育児・介護休業法が令和7年4月1日から段階的に施行されます

「育児・介護休業法」が令和 6 年 5 月に改正され、令和 7 年 4 月より段階的に施行
されます。
男女ともに仕事と育児・介護を両立できるようにするため、子の年齢に応じた柔軟
な働き方を実現するための措置の拡充、育児休業の取得状況の公表義務の対象拡大
や介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制度の強化等の措置が講じられます。
この度、厚生労働省では「改正育児・介護休業法」についてのリーフレット、規定例、
Q ＆ A を公表しました。詳しくは、下記 QR コードよりご参照ください。

リーフレット 
「育児・介護休業法改正ポイントの
ご案内」 （厚生労働省）

規定例 
「育児・介護休業等に関する規則の
規定例 [ 簡易版 ]」（厚生労働省）

Ｑ＆Ａ集
「令和６年改正育児・介護休業法に
関する Q ＆ A」 （厚生労働省）


